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２０１５年 役員研修会 開催！！

2015.3   Vol.213

　７年間のブランク後、一昨年、昨年と開催した役員
研修会を３年連続で今年も開催致しました。２月２８
日、年度末で大変慌しい中での開催となりました。中
小企業家同友会全国協議会（中同協）松井専務幹事をお
招きして「役員としての心構え」と題して９０分間の
報告をいただきました。①情勢・時代認識（立ち位置
を明確にもってブレない経営を）　②なぜ同友会はで
きたのか（１９４７年　中小企業こそ日本経済の主人
公との自覚と使命感のもと全日本中小工業協議会が発
足し、１０年後の１９５７年日本中小企業家同友会（現
東京同友会）が誕生）③同友会をつくった先輩は何を
したのか（経営者の責任を明確にした）　④同友会理念
とは何か（三つの目的、自主・民主・連帯の精神、人
間尊重から「地域や国民のために」）等についてまず詳

しく説明していただきました。
　同友会役員は報告の内容を良く理解し、実践して会
員の手本にならなければならないとの報告があり身の
引き締まる思いでした。私に役員としての資質が不足
している事が明確になり、恥ずかしさと会員さんに申
し訳ない気持ちになりました。しかし、結果的に役員
を引き受けた以上は一生懸命頑張っている姿だけでも
見せるべきだと思いました。
　その他全国の同友会会員企業の実践事例を多く報告
いただき驚きとヒントの連続でした。
　決起懇親交流会においては各委員会の抱負と決意が
力強く発表され、参加された役員の皆さんの明るく前
向きな姿勢に長崎同友会の発展を感じました。
　来年度の開催についても開催日、参加費、研修内容

「私たち中小企業家が長崎を牽引していく！」
〜地域と共に生きる長崎同友会　会勢 600 名を達成しよう！〜
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日時：２月２８日（土）　会場：諫早観光ホテル 道具屋

テーマ：「役員としての心構え」

報告者：中小企業家同友会全国協議会 　専務幹事　松井 清充  氏
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社作り」については、今まで求人を出したことは無く
地中海で働きたいという思いを持って来た人だけを採
用し、安定した収入を得るための不動産取得の援助や
社員一人ひとりが経営者という意識をもって働ける環
境をつくる為４つある支店全て独立採算制で売上もき
ちんと分配され財務内容も透明化をしているそうで
す。豊富な経験を活かすことが出来るため定年も無い
など、社員が安心して働ける仕組みづくりもされてい
ます。長く働いていることで、お客様も安心して任せ
てくださるそうです。
　グループディスカッションでは「社員が辞めない会
社づくりには、何が必要だと思いますか？」というテー
マで、人間関係や会社で自分の存在価値を如何に見い
だせるかなど賃金や待遇面だけではなく、やりがいや
働きやすさなども大切ではないかという意見や社員一
人ひとり辞めない理由は違うが如何に経営者が社員と
しっかりコミュニケーションをとり、社員の考えを理
解しトラブルの防止や改善策をおこなえるかが重要で
はないかという意見もあり良い会社づくりのヒントを
得ることが出来た例会となりました。

（文責　山口　善也）

 

　宮㟢さんは２４歳の時に夫と共に花の苗などを販売
するお店を起業され、しばらくして自分が住んでいる
地区の不動産物件の管理を行うようになり、夜に一軒
一軒小さな息子さんの手を引きながら家賃の集金をす
るなど、その誠実な仕事ぶりから少しずつ管理物件を
増やされ、２８歳の時に現在の主力商品の一つである
建売住宅の販売を始められました。その後もバブル
経済や売上の減少から倒産の危機もあったそうです
が社員の頑張りもあり、苦難を乗り越えながら業績
を回復され昨年は最高の売上を上げることが出来た
そうです。
　宮㟢さんの外見からは見て取ることは出来ない多く
の苦労をしながらも常に前向きな姿勢で経営をおこな
われ、報告のテーマになっている「社員が辞めない会

た。研修会参加率２７％を５０％以上に…頑張りま
しょう！

（文責　副代表理事　金井　政春）

等も踏まえ多くの方に参加いただける場にしたいと思
いました。
　「私たち中小企業家が長崎を牽引していく」のスロー
ガンの実践実現の為に、まずは役員の方が中心となっ
て長崎同友会を牽引していく事が必要だと思いまし

長崎支部 浦上地区会 例会報告
日 時 ２月２４日（火）午後６時３０分
会 場 ギャラリーヘキサ

テ ー マ 「社員が辞めない会社作り」
〜一人ひとりが社長の意識を持って仕事をする〜

報 告 者 （株）地中海　取締役
　宮㟢　涼子　会員（長崎支部 出島地区会）
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経てニコット・サービスを立ち上げました。そのソフ
トな社名からは想像がつかないのですが、主にガード
レールの設置や補修等を請け負う、ニッチな分野に特

　昨年１１月、１２月の例会に続き、今期３度目の座
長制を取り入れた今月の例会は、佐世保支部よりニ
コット・サービス（有）の江口さんを報告者、県情報広
報委員長の永末さんを座長としてお迎えしての開催と
なりました。 
　江口さんは高校卒業後、国鉄職員、民間土木会社を

るよう願っている。そして家族を大事にする社員を、
そしてその家族を守るために、自分は経営者として、
この会社の経営を如何に行うべきか真剣に考えた」と。
木村さんの経営者としての原点がここにある。自称ク
ソ真面目と称する木村さんの真骨頂がここにある。
　今回の例会で特徴的なことは、テーブルからの質問
が興味本位の数字に関することがなかったことです。
それだけ経営に関する事で大事な部分に気づかされた
からだと感じました。又自分が経営者として育ってい
く過程で同友会の存在があることも語られていまし
た。出島地区会で報告いただいたことに感謝します。

（文責　福井　義憲）

　報告者は会歴２５年浦
上地区会会員の木村 操さ
んです。木村さんの報告
を聴こうと、ダイヤモン
ドクラブメンバーが１１
人も参加しました。多く
の先輩方の参加で感謝の
念と更なる緊張を抱いた
と、懇親会後の帰りのタ
クシーの中で吐露されて
い ま し た。 木 村 さ ん は

シャイで、自分の会社のこと、自分の経営のことを周
囲に語るような人ではなかったので、初めて、木村さ
んの経営スタイル、経営力を知った方も多かったよう
です。
　木村さんはダンレイ（株）長崎支店相談役とダンレイ
中央（株）代表取締役社長を務められており、両社を健
全な企業へ育てていながらも、本人は至って謙虚。“社
員が良く働いてくれるから”“社員の御蔭”と社員へ
の感謝の言葉が多く聞かれました。又技術力が評価さ
れ、お客様からの指名で多くの仕事を依頼される状況に
も、“当たり前のことをコツコツやってきただけだ”と
控えめながらも、“難しい仕事大歓迎”と話されるなど自
社の技術に自信を持たれている様子も見られました。
　事前のインタビューの際、次のような心情を語られ
ていました。「自分は家族大事で、家族の為に働いて
いる。同じように社員にもそれぞれの家族を大事にす

長崎支部 出島地区会 例会報告
日 時 ２月１９日（木）午後６時３０分
会 場 メルカつきまち  ５階ホール

テ ー マ 元気な企業の経営者が語る人生哲学、
事業観、企業観

報 告 者 ダンレイ（株）　長崎支店　相談役
　木村　操　会員（長崎支部 浦上地区会）

大村支部 例会報告
日 時 ２月１９日（木）午後７時
会 場 長崎インターナショナルホテル

テ ー マ 「社員教育と言われても・・・。」
〜ニコットな社員とのつながり出来てますか？〜

報 告 者 ニコット・サービス（有）　代表取締役
　江口　陽一　会員（佐世保支部）
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に出来ていることの裏返しでしょう。
　今年１月に起きた業務中の事故ですらも教訓とし、
前進する江口さんのバイタリティがあれば、五年後に
運動会の出来る会社を目指すという目標も必ずや達成
できるのでしょう。

（文責　西　隆治）

化した土木事業を展開されているそうです。
　設立からの経緯をさまざまなエピソードを交えなが
らお話しいただきましたが、印象深かったのは報告中、
社員さんのほとんど（全員？）の名前を愛称で呼んでお
られたこと。それだけで社員さんと非常に良いコミュ
ニケーションが取れていて、風通しの良い社風をお作
りなのだろうと窺い知ることが出来ました。「謙虚」
という言葉を随所で使っていらっしゃったのも印象的
でした。「すごい人ほど謙虚」という表現を使ってお
られましたが、経営者として日々活動する中で、とも
すれば忘れがちなこと。謙虚に学び続け、成長し続け
ることが大事なのだと感じました。
　今回の報告テーマとなっている社員教育ですが、特
別なことは何もやっていないとのこと。それなのに会
社がうまく回っているのは、人材に恵まれているから
だそうです。社長が指示しなくても、社員さんが率先、
自立して仕事をしてくれる、自分は本当に幸せである
との言葉は、社員さんとのコミュニケーションが円滑

解？）のままに独自のコンサル論を展開されていたそ
うで、「当時は理論で経営を語る、頭でっかちのひど
いコンサルタントだった」と振り返えられていました。
その後、自分の仕事の在り方に疑問を持ち、一時はコ
ンサルタント業を辞め、会社役員として建設会社に経
理として勤務されるものの、バブル崩壊と共に徐々に
仕事がなくなるにつれ、財務の難しさや人事管理の本
当の意味での必要性を体験され、「今なら経営者の気
持ちが理解できる！」と実感。再び経営コンサルタン
トを再開されます。
　「自分の存在意義は、経営者の良き相談相手・仲間
であり続ける事。」「自分の利益より相手の利益をまず
優先し、どんな場面においても人間関係を大切にして
行く事、少しでも経営者の良き理解者となり一緒に悩
み、解決の方法を共に考える事が日々楽しい。」と締
めくくりました。
　今回のテーマである「人材育成の考え方」について
は、我々経営者にとってとても興味深く、また大きな
課題でもあることから参加者全員が宇土さんの話に聞
き入っていました。エゴグラムやＴＡ分析などを用い

　今月の例会は、同友会活動において三本柱の一つで
ある経営指針づくりについて、大村方式と言われる手
法を用いて、大村支部経営指針づくり副委員長をされ
ている宇土敏郎さんに報告していただきました。
　宇土さんは、もともと大手複写機メーカーのＳＥと
して従事されており、そこでの問題解決の為の議論や、
経営者と経営課題を共に考える事が好きで、また経営
者から感謝された事などから発起し、経営コンサルタ
ントへの道をスタートされます。
　１年間、経営コンサルの育成を受けますが、はじめ
の頃、経営者とはこうでなければ！という強い想い（誤

諫早支部 例会報告
日 時 ２月２４日（火）午後７時
会 場 諫早観光ホテル　道具屋

テ ー マ 「わが社の人材育成の考え方は」
〜今出来る人材育成の基本と今後の対応について〜

報 告 者 チェンジコンサルティング（同）  業務執行社員
　宇土　敏郎　会員（大村支部）
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人間の心の要素の話など内容は多岐にわたり、参加者
の皆さんからとても参考になったという声が多数聞か
れました。
　印象的だったのは、「人材育成の前にまず会社の雰
囲気が悪いと絶対ダメ！」と言われた言葉。会社の
雰囲気は経営者が作っているといっても過言ではあ
りません。どうしたら社員さんが気持ちよく働ける
か、会社が一丸となって同じ方向を向いて歩んでい
く為に、まずは経営理念・経営指針を示そうと思い
ました。

（文責　友永　俊介）てその人の心の状態がどうあるのかを理解する事の重
要性や、社員さんの欲求の話、段階的な育成計画の話、

ナーを紹介。北尾副委員長から経営指針とは経営の羅
針盤であることや経営理念から分析、実行までの７個
のステップについて説明いただきました。経営指針導
入の体験談として敷島さんからは、社員を巻き込むこ
との重要性等率直なご意見をいただきました。支部で
熱を帯びてきた経営指針書作り。まだ作っていない私
としては焦ります！
　永吉例会委員長は、例会の目的として「良い例会よ
りも良いプレゼンに」と、例会で報告を行うことは様々
なスキルの向上につながること、例会参加のメリット
として「進化し続ける世界で唯一の辞書」、「学びが三
つの目的につながる」とステキなフレーズを連発して、
例会が実践的な学びの場であることを熱弁。山田さん
から昨年５月の報告体験談としてさらなる向上を誓う
熱い思いをいただきました。私も昨年１１月に例会で

　今月の例会は、趣向を変え、自分たちが参加してい
る組織『同友会』とはどんな『秘密結社なのか』を知っ
てもらい、地域のゲスト経営者さん達と一緒に同友会
の楽しみ方について学ぶという趣旨のもと開催されま
した。
　２７名の会員と１２名のゲストを前に上田支部長を
はじめ１０名が登壇。同友会で学ぶ意義やその魅力に
ついて余すところなく語っていただきました。
　先ずは、池田仲間づくり委員長作成のＤＶＤを上映。
本多副委員長による紙芝居で、同友会は荒波の中で学
び合いながら方向性を定める羅針盤であり、同友会の
存在意義、理念、組織、例会等の行事とその目的を説
明していただきました。スタイリッシュな映像とわか
りやすい解説でゲストへの掴みもバッチリ！？
　続いて横田経営労務委員長が経営指針書作成セミ

島原支部 例会報告
日 時 ２月１９日（木）午後７時
会 場 HOTEL シーサイド島原

テ ー マ 「同友会の活動を知ってもらおう！」
〜同友会活動をよく理解して会社経営に反映させよう！〜

報 告 者

上田・横田（耕）・坂田・落水・三田・山口・敷島・横田（健）・
大町・池田・荒木・梅澤・永吉、および県フォーラム・全国
三大行事の参加者

（島原支部長・副支部長・相談役・ビジョン委員長・政策委員長・
経営指針委員長・共育委員長・仲間づくり委員長・情報広報委
員長・総務委員長・例会委員長・大会参加者）
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上がった、ゲストの方々に好評だった、入会に繋がっ
た、会員の刺激になったと好評でした。私もまだまだ
同友会を使いきれていないと感じた次第です。

（文責　梅澤　浩）

報告をさせていただいたとき以来、「次はもっと良い
報告を」という思いを持ち続けています。他の方もきっ
と同様の思いでしょう！
　永吉杏奈さんからは全国大会に参加した体験談を、
横田副支部長からは２０１３年度経営フォーラム（島
原）実行委員長としての体験談を。さらにお二人から
は大会を通じて知り合った方との新規コラボ事業が
進行中であることをご披露いただきました。
　トリは上田支部長。島原支部は長崎県で一番若い人
が多い、おそらく日本一若く活気に溢れた支部であ
る、学びとフィードバックの重要性等々、島原支部の
良さや同友会で学ぶ意義についてゲストに向けて最終
アピールしていただきました。支部長の熱い思いはゲ
ストの皆さんに伝わったはずです！
　例会終了後はゲストを交えた懇親交流会。入会を希
望される方も現れ、盛会のうちに終了しました。
　同友会プレゼンのような例会でしたが、大勢で盛り

平成４年４月３日、同年
６月８日の計２回久留米
大学病院にて約９時間の
心臓手術（人工弁置換術
及びペースメーカー植え
付け術）という九死に一

生という「大変」な経験をされました。
　術後は、無事に元気になられました。しかし退院し
て会社に戻ると大手の顧客を無くし仕事がもらえない

「大変」な状況に。そんな状況をなんとかしたいとい
う村山さんは、現場に出られなくなった身体状況をプ
ラスにとらえ営業や経営といった業務を猛勉強されま
した。平成７年１０月、佐世保支部設立と同時に同友
会に入会し、「よい会社を作ろう」「よい経営者になろ
う」「よい経営環境を作ろう」という三つの目的に向
かって猛勉強中です。また、平成１４年４月には職場
に教養をという思いから佐世保市倫理法人会に入会。
現在、ライフワークとして障がい者活動を行い、長崎
県身体障がい者福祉協会連合会副会長、佐世保市肢体
障がい者協会会長、佐世保市身体障がい者団体連合会
会長と精力的に様々な団体の役員を務めておられます。
　また、佐世保支部では唯一早くから経営計画発表会
を平成８年１０月より毎年継続されています。村山さ
んは言われています。社長（トップ）が継続して毎年行
うことにより、仕事が難なく流れるようになります。
問題があれば、その点を修正する計画書に変更。村山
さんを見習い今年度佐世保支部は、経営計画発表会を
１２社が予定されています。
　今回の村山さんの報告は、３５歳で心臓の病気とい
うピンチ・時を同じくして会社の方も仕事がないとい
うダブルピンチの「大変」な状況を乗り越えられた貴
重なお話でした。このような病気になったことをプラ

　今月の例会は、伊王島温泉掘削工事等で知られる
（株）長崎地研 代表取締役 村山 隆之さんに登壇してい
ただきました。
　お父様がボーリング業として起業（個人経営）され、
昭和５０年４月ご自身は、卒業とともにその会社に就
かれました。個人経営時代は、雨が降ると休み、休み
が決まっていない労務状態。親族ばかりの中での仕事
で親族間での愚痴。遠距離の長期出張で辞めていく若
者。打開すべくして昭和５４年１１月に法人化。当時
は、自ら現場にて機械操作等を行い地熱発電用の深井
戸ボーリングや温泉掘削を北は北海道から南は鹿児島
県まで手掛けられていました。
　そんな矢先、平成２年６月頃より体調が悪くなられ

佐世保支部 例会報告
日 時 ２月２０日（金）午後６時３０分
会 場 アルカスSASEBO

テ ー マ 「大変」を乗り越える！

報 告 者 （株）長崎地研　代表取締役
　村山　隆之　会員
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スに捉え、物事にたいしてポジティブな行動がその後
の生き方にとって良い方向へ向いていったと思いま
す。その中で、同友会での学びがご自身にとって大き
な原動力となっていたことを感じました。
　久々の重鎮村山さんの報告ということで、他支部から
の参加者、オブザーバー含め総勢５０名を超える大変な
盛況ぶりでした。若手経営者や入会されて間もない会
員にとって、勇気と力をいただいた報告でした。

（文責　豊福　和明）

のホテル業の生き残りを掛けて、様々な仕掛けと工夫
を実践し、黒字経営を続けられたパワフルな報告をい
ただきました。
　「社員は経営のパートナー」「全ての社員にスポット
ライトを当てる」「お金をかけずに知恵を出せ」「街の
活性化は事業の活性化につながる」「クレームは、社長、
幹部の責任」「スタッフが褒められる＝経営者の喜び」

「前向きに誠実に動けば、運が巡ってくる」など、様々
なキーワードは、説得力があり、大きな勇気と気付き
を得ることができました。
　グループディスカッションでは、「少子化の時代、
中小企業の生きるポイントとは…」というテーマのも
と、活発なディスカッションが行われました。遠田さ
んのお話にもあったように、差別化のための知恵を出
す、生き長らえる為に「ひと手間」をかける、社員を
大事にする等、多くの動機づけにつながる意見が出ま
した。短時間の中に多くの貴重なエッセンスが散りば
められた、大変有意義な例会でした。

（文責　吉永　満也）

　今月の例会は、元ホテル経営者で現在、佐世保コン
ベンション協会副会長の遠田公夫さんをお招きし、「中
小企業はこうして生きてゆく」というテーマで、遠田
さんの実体験を元にした知恵満載の経営手法を報告し
ていただきました。遠田さんは、佐世保市内で３４年間、
盤石のホテル経営と共に街作りや佐世保観光の活性化
に尽力、事業承継を終えた今も、各界でアクティブに活
動中です。
　街の活性化とビジネスは運命共同体と考え、街作り
にも多くの企画を提案、その中で、人脈という大きな
財産を得られたそうです。また、経営者としても家業

北松浦支部 例会報告
日 時 ２月２６日（木）午後７時
会 場 池野酒店 セミナー室

テ ー マ 「中小企業はこうして生きていく」

報 告 者
佐世保コンベンション協会　副会長
とおだ＆ソルーション（同）   代表
　遠田　公夫　氏

瀧川　隆　会員（長崎支部　出島地区会）
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中で毎日千回『ありがとうございます』を唱えます。
そうして気づいたのが、「そうだ、自分は失敗を全て
他人のせいにして恨みや憎しみを抱いてそれを口にし
ていた。感謝の気持ちが足りなかった。」と。
　報告後のグループディスカッションでは、「あの社長
さんは凄い」とか、「ありがとうの言葉は恨みや憎しみ
を消してくれるのだと思った」との感想や、家族やま
わりの人に感謝したい」などの意見が出て、参加者の
顔もおのずと笑顔になり、テーマである「笑顔で感謝
の気持ちが福を呼ぶ」を実感した例会になりました。
　あらためて、いつお会いしても相手を暖かい笑顔で
包んでくださる杉本さんの報告に心から「ありがとう
ございました。」

（文責　辻　千穂子）

　今回は、県仲間づくり委員長の杉本 誠二郎さん（諫
早支部）に報告をしていただきました。
　大手調味料会社から独立し、中国での事業展開とい
う野望に燃えて渡中。そこでは夢のような好条件の話
ばかりを聞かされたり見せられたりして、実際の事業
活動はまだ何も始まっていないにも関わらず杉本さん
の頭の中では夢の世界に陶酔し、あるいは麻痺してし
まい結局失敗をして帰国します。
　帰国後ある会社を訪れた時、そこの社長に「杉本さ
ん、あんた変わってしもうたね。今日は帰らんね。」
と言われてしまい、理由もわからず仕方なく帰ろうと
した杉本氏の背中に今度は、「今日から毎日『ありが
とうございます』を千回言わんね。」と声をかけてく
れたそうです。
　会社をどう立て直したら良いかもわからず途方に暮
れた状態だった杉本氏は、藁をもつかむ思いで、車の

「そして、今から」の展望について報告していただき
ました。

　今月の例会は、長崎支部浦上地区会の大久保誠さん
に報告していただきました。「今まで、そして今から」
とのテーマのもと、祖父の代から受け継がれて来た月
光スタジオの歴史。修業時代のエピソード、修行を終
えて帰ってきてからの奮闘について語っていただき、

五島支部 例会報告
日 時 ２月１７日（火）午後６時３０分
会 場 福江総合福祉保健センター

テ ー マ
人生の大海原。失敗も成功もまた楽し！
笑顔で感謝の気持ちが福を呼ぶ
〜目の前に現れた救世主、同友会はパワーの
源と羅針盤だ〜

報 告 者 スギセイフーズ（有）　代表取締役
　杉本　誠二郎　会員（諫早支部）

青年経営者会 例会報告
日 時 ２月２７日（金）午後７時
会 場 プライムステージ

テ ー マ 「今まで、そして今から」

報 告 者 （有）月光スタジオ　代表取締役社長
　大久保　誠　会員
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第 4 回 経営指針策定セミナー 参加報告

　報告の後には、質疑応答で５０分では足らないくら
いに盛り上がり、有意義な例会となりました。
　また、例会終了後の懇親会をイタリアンバルchino
にて行い、この場でも同友会の会員同士だからこその
相談などがあり、楽しくも学び多き交流とすることが
できました。
　報告してくださった大久保さん、本当にありがとう
ございました。

（文責　飛田　精一）

４、実践報告Ⅱ
　　講師）長崎支部　吉澤 健 会員
○“仕事は楽しく経営は厳しく／ＴＴＰ”をモットー
に目標を細かく数字化し、社員一人ひとりと共有し実
行していくことで、全スタッフのモチベーションが上
がる手段になるということを学んだ。また、貴重な社
内資料を拝見させていただき、ここまで数字を理解し
ないといけないと痛感できた。
５、経営計画を作る
　　講師）大村支部　宇土 敏郎 会員
○具体的に計画を作成するということが初めてだった
が、今何をすべきか・自社の置かれている立場が理解
でき本当にためになった。
また、参加者の計画発表会はとてもすばらしかった。
　
６、財務知識の活用
　　講師）大村支部　宇土 敏郎 会員
○苦手な数字を詳しく解りやすく説明いただき、今の
自分に一番必要なことだと確信できた。時間は掛かる
が得意分野にしていきたい。

７、次回第５回セミナーへの要望／決意
○・次回もぜひ参加したい。・会場の環境、食事懇親
会も素晴らしかった。・名札が有ると良いと思った。

１、経営指針の概要　
　　講師）諫早支部　松田 卓 会員
○「やってやれないことはない、やらずに出来る訳が
ない」というコールに感動し涙が出そうになりました。
見栄、羞恥心を捨て本音でやらないと経営指針は作れ
ないと思いを強くした。

２、実践企業報告
　　講師）大村支部　宮田 正一 会員
○変化適応業（環境適応業）の重要性を学んだ。また、
理念が一番大事であり、伝わらないと意味がない・伝
え続けることの必要性・人から始まり最後も人であり、
会社はお客様と社員のためということを確認できた。

３、経営方針を考える
　　講師）大村支部　宇土 敏郎 会員
○経営指針書作成の手引きを、とても簡潔にしかも解
りやすくレジュメ・ワークシートを作成していただき、
今まで難しく考えていたことが理解しやすく、受講さ
れた方がセミナー中にここまで作成でき、更に発表ま
でされたのには正直驚いた。また、「業界審査辞典」
という書籍の存在を教えて頂き、自社の外部環境を詳
しく調査する方法を学んだ。

日　時：２月１４日（土）・１５日（日）　会　場：いこいの村長崎
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長崎ウエスレヤン大学との合同ワークショップ開催 参加報告

４．企業が見る学生とは　企業が見る学生の資質
５．企業を選ぶ基準
６．企業が求める新入社員像
でした。
　さすが、松田相談役、聞いている学生や先生にもわ
かりやすく、中小企業のこと、同友会のことを説明さ
れていました。
　昼食前に、学生との懇談会がありました。そこでは、
各テーブルに同友会の会員がつき、２・３名の学生が
各テーブルを３分程度で質問して回る形式で行われま
した。学生からはどんな企業なのかの質問が多くあり
ましたが、中には自分が今在籍している研究室で行っ
ているカリキュラムでのアドバイスを求められたりも
しました。学生との直接の交流等はあまりないので、
新鮮な気持ちで接する事が出来ました。
　昼食は、学校側が用意して下さり、学生・先生・同
友会会員とともにビュッフェ形式でいただきました。
その間もいろいろな交流があったようです。

　諫早支部では、昨年長崎ウエスレヤン大学と包括協
定を結びました。その一環として、今回、大学側と諫
早支部を中心に長崎県中小企業家同友会との合同ワー
クショップが開催されました。
　はじめに、開会礼拝で讃美歌を合唱する事から始ま
りました。次に学長挨拶・学部長挨拶と進み、まずは、
大学側から「就活する！就職するとは？」というテー
マで、キャリア支援センター長の矢島 邦彦さんより講
演いただきました。
講演内容は、
１． ２０１６年３月卒業予定者の就活スケジュール
２．キャリアを考える（～就職の視点から～）
３．就活・就職の意味
４．就職力とは（就職適応性）？
５．多様な機会を提供する大学（勉強の特質）
６．直前対応（戦術的対応と振り返りの視点）
でした。
　全体的に学生に向けて話をされていましたが、我々
企業側としては、現在の学生がどの様な意識をもって
就職に望んでいるのか、大学側がどの様な意識で就職
活動させているのかを考え直す良い機会だったと思い
ます。
　休憩をはさんで、「中小企業の魅力・地元企業に就
職するメリット」というテーマで県相談役理事の松田
一成さんに講演していただきました。
講演内容は、
１．中小企業家同友会とは？
２．企業での教育の概念
３．中小企業と大企業の就職比較

　吉澤委員長はじめ経営労務委員会、事務局の皆様本
当に有難うございました。

（文責 佐世保支部 経営指針づくり委員長 豊福 和明）

・これまでのセミナーの中で最高だった。・次回セミ
ナーまでに経営計画発表会を実施し、２冊目の経営計
画書作成に向けて次回も参加する。・第４次ビジョン
に向けた実行計画を作成し、次の委員長へ引継ぐと同
時に協力していく。

日　時：２月２７日（金） ８時５０分 ～１６時３０分
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で情報や意識を共有する事によって、意識の違いを修
正する良い機会だったと思います。
　今回は、諫早支部が中心となって参加していました
が、今後はこのような機会には全県を巻き込んで行う
事が望ましいと考えます。これを機に共育委員会等に
もご協力を仰げればと思いました。
　今回ご尽力いただいた、長崎ウエスレヤン大学の教
職員の皆様、同友会会員の皆様本当にありがとうござ
いました。

（文責　県情報広報委員長　永末　勝宏）

　昼食後は、同友会のグループディスカッション形式
で、教職員と同友会会員で「中小企業の人材ニーズか
ら見た大学における人材育成の在り方」というテーマ
でワークショップを行いました。この場では、先生た
ちがどの様な思いで、学生を指導しているか、企業側
はどの様な思いで新入社員を教育しているか等様々な
話をする事が出来ました。
　最後に同友会と大学側から総評がありすべてのプロ
グラムが終わりました。
　同友会では、来年度から合同入社式や新人研修も企
画されている中で、こういった合同ワークショップ等
の機会は、とても参考になりました。このような機会

中村こずえ会員 他県同友会報告紹介!!

　中村さんには来期、県女性部会・障がい者問題担当
委員長としてご尽力いただけることが内定しました。
中村さん、よろしくお願い致します。

（文責　事務局　田口　友廣）

　長崎支部出島地区会　中村 こずえさんが、２月
９日富山同友会　新しい仕事づくり協議会例会にて

「マックも動かした！新しいビジネスモデルの提案～
４０年間の戦力として！・・共に学ぶ社風づくり～」
をテーマに報告されました。
　また、２月１９日には熊本同友会　県例会にて「障
がい者雇用から見えてくる企業づくり～知ることから
はじまった～」をテーマに報告されました。どちらも
大盛況のうちに終えたそうです。当日の写真が富山同
友会と熊本同友会から届いておりますので紹介させて
いただきます。
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５、初めて経営計画発表会に参加し、素直に自分が入
社して社員旅行に行きたいと思えました。経営計画書
のデザインにも山㟢さんの拘りがあり、全社員に心地
よい緊張感があり参加出来て良かったです。

（株）きゅーぶ　岡本  武志

６、会社の歴史を発表されている姿、とても良かった
です。山㟢さんが組織図をサッカーのフォーメーショ
ンで説明されている時の、各社員の反応がとても反響
ありでした。

７、第一回目の発表会としては、上出来の発表会だっ
た。それは、２７期を迎える貴社の社風が成したもの
だろう。女性が多い会社で女性の特性を良くつかんで
経営されている印象を持った。計画書デザインも山㟢
さんのご苦労がうかがえた。流石デザインの会社で視
覚的に訴える素晴らしいものだった。来賓への粗品も
貴社らしさが出ていて、いただいてとても嬉しかっ
た。最後に写真コーナーもアイデアがあり真似したい
と思った。

（有）プライアント保険　橋口  久

８、経営計画書は、とても貴社の個性が出ているもの
で感心しました。ビジョンについて、ワークショップ（夏
休み等）家族で参加出来るイベントを開催し、メディア

【参加者の声】
１、社長（山㟢さんの父）の了解のもと、第２７期（有）
山㟢マークの経営計画発表会が開催されて、とても嬉
しいです。何事も第一歩が大切だと思います。この第
一歩があれば、後は継続するだけです。この継続が夢
ある良い会社になって行きます。ガンバレ（有）山㟢
マーク！

（株）長崎地研　村山  隆之

２、スポーツ店・同業他社などの現況（外部要因）、自
社の強み弱み（内部要因）などの分析が口頭で説明さ
れていたが、社員に解り易くするためには、成文化し
たほうがと思います。ＳＷＯＴ分析を各担当責任者と
共に取り組めば実現できるのでは。さすがに女性中心
の会社ですね、目標は…ダイエットと貯金が主流です
ね。経営計画書のデザイン・レイアウトが素晴らしい！
サッカーのフォーメーションに見立てた組織図に感心
しました。

（株）広告のアクセス　山領  進

３、とても初めての経営計画発表会とは思えないほど、
計画書の内容も解り易く大変良かったと思います。特
に山㟢さんの自社分析が素晴らしく、私も自社を見つ
め直す必要があると思いました。

（株）昌明機工　中島  禎雄

４、山㟢さんの経営計画書作成に向けての努力を社長
が協力して、今回初めての発表会が開催され、社員も
どういうものなのか解らないまま参加されているのか
なと思いましたが、社風が出来ておられるので、全社
一丸となってまた一歩前進されたように感じました。
また、各社員が会社での目標と・プライベートの目標
を発表され一人ひとりにスポットライトが当たること
で、今後の貴社の成長力を感じました。

ニコット・サービス（有）　江口  陽一

日　時：２月２０日（金）　会　場：魚魚の宿　  参　加：佐世保支部会員

（有） 山㟢マーク（佐世保支部 山㟢 秀平 会員） 第２７期 経営計画発表会 参加報告
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第２回 中同協 ４委員会合同研修・委員会 参加報告

と題した二つの問題提起は、企業の永続的経営と同友
会運動の発展との密接な関係について、詳しく学ぶこ
とが出来ました。特に同友会理念の実践について、自
分自身できちんと整理できるようになりました。
具体的には、昨年、長崎同友会から発行された『会員
名簿と活動の手引き』をご覧ください。１１９ページ
を見ると「同友会理念」についての記載があります。
内容は会の目的、性格、基本となる考え方が解説され
ています。私は入会後４年間『目的』だけに軸足を置
いて活動していました。『性格』と『基本』に目を向
けていませんでした。というより理解できていません
でした。
　よい会社をつくる。よい経営者になる。よい経営環
境をつくる。この三つの目的と「自主」、「民主」、「連帯」
の精神と「地域と共に歩む中小企業」について、マト
リックスを使うことで、一つひとつの同友会理念を関
連づけながら、実践に向けた課題を浮き彫りにするこ
とができることに気付かされました。
　また、経営労務委員会の活動は、経営指針書だけで
はなく、同友会が発行する企業変革支援プログラムを
使って自己診断という形式で、自社の経営課題を明ら
かにすることも大事な活動です。今後は自社でも社員
さんに自己診断してもらう新たな目標に取り組みたい
と思います。
　最後になりますが、中同協第４７回定時総会議案書
案から、２０１５年度の『人を生かす経営』の総合実
践に関する課題と活動方針（抜粋）を記載いたします。
　１、同友会らしい経営指針にもとづく経営実践を推進。
　２、社員と共に～共同求人活動の強化と社員教育活

『人を生かす経営』の推進に向けて

　グループディスカッションが始まり、富山同友会の
方から、『長崎同友会に障害者雇用に取り組み、[ 人を
生かす経営 ] を実践している方がいらっしゃいますよ
ね』と尋ねられました。私はハッハァーンこずえさん
の事だなぁと直感、『マクドナルドの中村こずえさん
ですよね』と答えました。すると、『そうそう一週間
後、富山同友会で報告いただくことになっていますよ』
事実を知らなかったことが少し恥ずかしかったのです
が、中村こずえさんは、長崎同友会を代表する「人を
生かす経営を実践される」経営者だと強く認識するこ
とが出来ました。
　今回の合同研修・委員会は、人を生かす経営推進
協議会の設立から５年が経ち、激しく変化する情勢
と経営状況が厳しくなる中、４つの委員会活動の総
合実践が特に重要となってきていることから開催さ
れました。
　４つの委員会とは、経営労務・社員教育・共同求人・
障害者問題の各委員会の事です。各委員会が積み重ね
てきた教訓と成果をお互いの委員会で確認と共有し、
全国的に『人を生かす経営』を推進していくことが狙
いです。
　鋤柄会長は、経営者は目の前の業務対策だけでなく、
１０年後の戦略を考え、同友会で学び、社員さんに伝
える使命がある。そのためには、まず経営者が健康で
あること、会社も健康であること、そして家族も健康
であることが重要である。との挨拶から始まりました。
　広浜幹事長の『人を生かす経営の実践とは』次に、
佐藤副会長の『人材不足の時代にどう対応するのか』

日　時：２月４日（水）・５日（木）　会　場：東京/国立オリンピック記念青少年総合センター

になりました。今後予定されている企業が１０数社い
らっしゃいますので。（自社も含めて）今後、お互い継
続し理念経営の実現を共に目指しましょう。一緒にセ
ミナー参加もしていただきありがとうございました。

　（株）福祉工房Ｋ'ｓ　豊福  和明

に取材のオファーをされてはと思いました。単年度ビ
ジョンだけでなく、３年後でも目指すところを成文化
されたらと思います。とにかく、第一回目となる経営
計画発表会おめでとうございます。貴社が第一歩踏み
出されたことは、佐世保支部にとっても大きな第一歩
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　また、「企業変革支援プログラム」で、セルフアセ
スメントと経営指針見直しなどで、企業づくり運動の
ＰＤＣＡの実践に向け取り組みたいと思います。
　あらためて、研修・委員会に参加させていただいた
ことで、中同協の方針に沿った同友会活動の重要性を
認識いたしました。以上、参加報告とさせていただき
ます。

（文責　経営・労務担当委員長　吉澤　健）

　　動の充実。
３、障害者雇用の推進と労働環境の整備から、だれも
　　が生きがいを持って働ける社風に。
４、女性の活力推進で企業づくりに生活者の視点を。
５、「第４回人を生かす経営全国交流会」をアピール
　　する。
　特に経営・労務担当委員会は、経営指針成文化と実
践運動の推進で、「経営者の自己変革」を促し、１０
年後の会社のビジョンを社員さんと共につくり、実践
する。

松浦市中小企業振興基本条例制定記念講演会（松浦市主催：同友会共催）報告

の上方に気付かないまま、事業倒産に至ったケースは
たくさんあります。消滅危惧自治体、１地域社会の縮
小、２地方の基礎自治体の機能低下が招かれています。
　そこで、今必要なことは地方都市再生のために、１
地元の事業者の内発的発展、２事業者が自らを「高付
加価値化する」、３地域内資金循環が必要であり、中
小企業振興基本条例と企業変革支援プログラムとエコ
ノミックガーデニングが三点セットであり、条例は出
来ても具体的に枠組みが無ければ実際に中小企業の振
興を図ることはできない、つまりビジョン作りであ
り、街づくりにも経営指針づくりが必要であると感
じました。
　条例は「ＯＳ」でエコノミックガーデニングは「ア
プリ」です。各地域にカスタマズイズした「アプ
リ」が地域経済づくりには必要です。コロラド州リ
トルトン市では１５年で就業者数１３０％増、市の
税収１９０％増、フロリダ州では３年間で就業者数
１１２％増、支払い給与１１３％増の事例でした。
　「日本では鳴門市、大阪府が動き出している。現在
はソーシャルメディアの活用、特に動画が伝えやすい、
若者は文章を読まない。双方向の情報力強化、ビッグ
データの活用、地理情報システム、統計データを地図
上に表示、ライフスタイルの分析との連動、商圏分析
店舗立地計画、営業活動など、またコーチング、メン
タリングなど長期的に取り組んで、大切なのは １経
営者のスキルアップ、２ビジネスチャンスの洞察、３
資金が確保される、４事業承継が上手くいく。進取の
精神が旺盛な中小企業が長生きして繁栄するようなビ
ジネス環境をテーラーメイドで構築すること」とのこ
とでした。中小企業憲章はもちろんですが、このエコ
ノミックガーデニング手法の導入についても全国の各
同友会が活躍しているとのことで、企業変革支援プロ
グラムは中小企業の経営チェックができて経営改善に
は必要ですとのことでした。いろんな意味で中小企業
家同友会の意義を感じることのできた講演でした。

　２０１４年２月に「松浦市商工業ビジョン」を策定
し、また２０１４年１２月に「松浦市中小企業振興基
本条例」が施行されました。その１２条には「松浦市
中小企業振興会議」設けて４月から１５名でスタート
することになりました、北松浦支部からは２人ほど参
画します。
　そこで、今回は振興条例の制定の周知と地域が一丸
となって進むべき方向を模索するべく、エコノミック
ガーデニング手法「企業家精神あふれる地元企業が繁
栄し長生きできるように地域のビジネス環境を整備す
ること」をテーマに松浦市が講演会を開催しました。

（同友会共催）
　拓殖大学 山本尚史教授の講演は理解しやすく、パ
ワーポイントで要点をまとめた内容で、公聴者からも
たいへんわかりやすいと好評でした。
　地方都市の課題は １限界企業、２事業承継の低調、 
３第２次産業での雇用縮小、４第３次産業での非正規
雇用の拡大、５所得の減少など、非正規２００万円以
下、正規雇用２００万円から３００万円と地域企業と
地域経済の悪循環でゾッとする未来でした。限界集落
の言葉は知ってましたが、限界企業の言葉は衝撃でし
た。以前買い物難民の老齢化集落の話もありましたが、
中小企業にとっては仕入れ難民事業者が仕入れコスト

日　時：２月１６日（月） ３時３０分 　 会　場：松浦市生涯学習センターきらきら２１



島原支部 経営指針作成勉強会 報告

　このように一石三鳥の勉強会ですので是非他支部で
も行っていただきスキルアップと仲間づくりに繋げて
いきましょう！

（文責　横田　健）

　島原支部では経営指針作成勉強会を毎月１回経営労
務委員会と仲間づくり委員会で開催しています。参加
メンバーは１０名程度、参加者は支部会員は勿論、会
員以外の方も可能にして自学形式で行っています。 
　目的としましては、①福岡同友会あすなろ塾及び
経営指針作成セミナーに参加したメンバーはその後
のフォローアップ②あすなろ塾及び経営指針作成セ
ミナーに参加していないメンバーは参加者からレク
チャーを受けながら参加の準備をする。③仲間づくり

（会員以外の方も参加可能にすることでこの勉強会を
通して語り合い仲間づくりを行っています）
　経営指針作成勉強会を開催してからの気付きですが
①のあすなろ塾及び経営指針作成セミナーに参加した
メンバーのその後のフォローアップですが、参加メン
バーの方からもなかなか一人では時間を作れていな
かったが勉強会という形で開催することによってキッ
チリ毎月経営指針の見直し等が出来て良かったと好評
をいただいています。
　②のあすなろ塾及び経営指針作成セミナーに参加し
ていないメンバーは参加者からレクチャーを受けなが
らの準備をする。ですが支部の仲間にレクチャーを受
けて準備をして、あすなろ塾及び経営指針作成セミ
ナーに参加することでセミナーがより良い効率で学習
出来ています。勉強会を行ってからセミナー参加者数
が島原支部では飛躍的に増加しています。
　③の仲間づくりですが実際に１名の入会が決定して
います。それと例会にオブザーバーでいらっしゃった
方をこの勉強会に誘ってまた入会していただくように
も考えています。
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共有などなど市民総ぐるみの街づくりの基本ベース
に必要な要綱が示されており人のつながり、同一認
識の基本になることの大切さを再認識できた講演会
でした。

（文責　北松浦支部長　池野　晋一）

　また、松浦市においては山本先生の３つ目の取組自
治体として３か月に 1 度くらいはエコノミックガーデ
ニング手法を取り入れて振興会議のお手伝いに参加し
ていただくことになっております。
　今後の具体的課題の抽出と分析手法を駆使して
データの収集に徹底し、ソーシャルでの情報発信、

投稿募集のご案内
DOYU ニュースでは会員の皆様の投稿を募集しております。
企業訪問や支部・地区会等の行事や取り組みなどご紹介下さい。
●文字数／約 500 字
●画像／歓迎します
□掲載／情報広報委員会にて選考
□投稿先／情報広報委員または同友会事務局まで
□メール／ jimu@nagasaki.doyu.jp



会員活躍

島原支部
平湯　康一郎 会員
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プロメカニックの厳しい要求に応える自動車工具・

輸入工具の「マックツールズ」は、毎年本社がある

アメリカで優秀販売代理店授賞式を開催している。

今年度は我らが島原支部の平湯さんが日本２位の

販売実績を上げ、表彰されました ( マックツールの

代理店は全国１４０)。

先日、島原市部内でも報告され、我らにも多くの感動

をいただいた授賞となりました。

第 6 回増強ウィーク 開催報告
　今回の増強WEEKから活気は違った上げ潮状況で
す。今回は増強WEEK開催前に増強キャラバンを開
催し各仲間づくり委員長は手分けしてハッピを着て回
らせていただきました。
　会員の皆様の熱気・熱意を肌で感じお力をいただき
きました。今後の展開、もっともっとお力をお貸しく
ださいませ。今期６００名達成し、来期は７００名に
繋がる勢いでご協力よろしくお願いいたします。

（文責　県仲間づくり委員長　杉本　誠二郎）

　第６回増強WEEKに対し、会員の皆様ご協力あり
がとうございました。
　増強WEEK支部・地区会賞　優勝第一位は島原支部
、第二位は大村支部、第三位は北松浦支部でございま
した。個人賞は第一位　松尾 慶一 会員（佐世保支部）
、第二位　堀池 充保 会員（佐世保支部）、第三位　荒
木 博 会員（島原支部）の方々です。
ご尽力ありがとうございました。
　今期目標６００名に対して各支部・各地区会承認の
もと、３月２６日受付まででございます。

長崎新聞 
２月２６日

松浦市中小企業振興基本
条例制定記念講演会
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ました。長崎に戻った後、自社にインストラクターを
迎え３S を実践。その結果として不況の中でも社員さ
んの士気が下がることなく、社員もモノを大切に扱う
ようになりました。またモノがどこにあるか分かるこ
とで作業効率もアップ。古い工場ですが整理整頓を行
うことで見栄えも良くなり、お客様の見方も変わり、
お褒めの言葉をいただくまでになりました。そして顧
客への信頼にもつながり、受注量も増えたそうです。
　今回の企業訪問で中島さんの「新たな取り組み・考
え」を柔軟に受け入れ、即実践されたという貴重なお
話を聞かせていただくことができました。また、私は

「汚いところから綺麗なものはできない」という中島
さんの言葉が、とても耳に残り、３S にぜひとも取り
組んで、少しでも局内環境を良くせねばと気持ちが改
まりました。
　中島さんは来期佐世保支部長に就任予定です。同友
会活動・本業ともにさらなる活躍を祈念いたします。

＜昌明機工（株）経営理念＞

「人が喜ぶものづくり」～私たちは“もの”をつくる
ことで人とふれあい感謝して喜びを分かち合います。
経営理念のイラストにはらせん状につながる人が書か
れています。
これは無限につながる「幸せ」の螺旋を表しています。
昌明機工（株）が“もの”をつくることによって生まれ
た「喜び」は、社員の家族やお客様、協力会社など、
昌明機工（株）に関わる全ての人へと伝わります。
そしてその「喜び」によってできた“人”と“人”と
のつながりは、大きな大きな「幸せ」へと成長してい
きます。

（文責　事務局　田口　友廣）

佐世保市白岳工業団地の一角に事業所を構える、佐世

保支部　昌明機工（株）　代表取締役　中島禎雄さんを

訪問させていただきました。

　昌明機工（株）は１９６３年８月に鉄工業（製缶加工）
として創業、離島の発電所の煙突などの製作や製鉄所
向け設備の製作、ボーリング工事向け機械及び櫓（やぐ
ら）の製作をされています。同じく佐世保支部の村山
会員（（株）長崎地研）が伊王島温泉掘削の際に使用した
櫓（やぐら）も中島さんの会社で手掛けました。
　中島さんは広島の呉生まれ。小学５年生まで佐世
保で育ち、小学５年から２３歳まで広島で過ごされ、
１９８４年に再度佐世保に移り住むことをきっかけに
昌明機工（株）に入社、２００２年４月に先代社長他界
のため代表取締役に就任されました。

＜理念の作成＞

　中島さんが同友会と出会ったのは、先述の村山さん
から誘われた２００３年に長崎市で開催された経営
フォーラム参加がきっかけでした。その 1 か月後には
経営指針作成セミナーに参加し、理念を作成されまし
た。セミナーではヘルニアを発症したため最終日は早
退して翌年の５月には手術を受けることになりまし
た。手術後はあまり例会にも参加はしなかったのです
が、とあるセミナーに参加した時の講師がたまたま東
京同友会の会員で「同友会は役員になって参加したほ
うが勉強になる」と言われたのをきっかけに役員会に
も積極的に参加するようになったそうです。
　入会後すぐに作成した理念もたびたびブラッシュ
アップされ、今では佐世保支部の山領さんに依頼をし
てパネルにしました。このパネルを食堂に飾り、目に
つくようにすることで社員の方へ理念が浸透するよう
になったそうです。文字だけでなく分かりやすくイラ
ストも入れることで、より理念の理解も深まり、理念
があることによって判断基準を示すことにもつながり
ました。

＜３S の実践＞

　リーマンショックで仕事量が減り不安に感じていた
時に、Doyu News（２００９. ０７. ２２）のメール
を見ました。そこには「３S（整理・整頓・清掃）の
実践」という大阪同友会の（株）山田製作所　社長　山
田茂さんの記事が掲載されていました。売り上げが落
ちていき不安を感じていた時に「３S の実践」に取り
組んで変わっていったという記事を読み、どうせ暇に
なるなら余った時間で何かをしようと考えた中島さん
は、２度に分けて社員全員を引き連れて企業訪問をし

事務局企業訪問 
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支 部 名 大村支部

氏 名 円
え ん だ

田　剛
た け し

士
企 業 名 波佐見・円田保険事務所
役 職 名（後継者）

企 業 住 所
〒 859-3724
東彼杵郡波佐見町志折郷
1903-30

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-85-5645 Ｆ Ａ Ｘ 0956-85-5645
業 種 保険業

企 業 Ｐ Ｒ

生損保の相談窓口を行っています。
今ご加入の保険の確認だけでもＯＫで、無理な勧誘は一切致
しません。そして、保険のみならず、これまで培ってきた不
動産の知識と建築士の目で あなたのお宅のお悩みにもお答え
します！よろしくお願い致します。

スポンサー 中山　佳世子

支 部 名 大村支部

氏 名 藤
ふじもと

本　陽
よ う こ

子
企 業 名 スナックHeal（ヒール）
役 職 名 代表者

企 業 住 所
〒 856-0832
大村市本町 511 クラブハウス
2F

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-52-3270 Ｆ Ａ Ｘ

業 種 飲食業・サービス

企 業 Ｐ Ｒ 大村市内のスナック２店舗、エステサロン１店舗で男女問わ
ず癒しの空間を提供します。お気軽にお立ち寄りください。

スポンサー 大塚　真一・徳田　信義

新入会員の皆さんです＜３月入会・復会・交代＞ （敬称略）

＜入      会＞

支 部 名 長崎支部 出島地区会

氏 名 西
にしむら

村　長
ながよし

吉
企 業 名 ニュー長崎ビルディング（株） ホテルニュー長崎

役 職 名 代表取締役社長

企 業 住 所 〒 850-0057
長崎市大黒町 14-5

Ｔ Ｅ Ｌ 095-826-8000 Ｆ Ａ Ｘ 095-823-4902
業 種 ホテル業及びテナント業

企 業 Ｐ Ｒ
地域文化の発展に貢献する地元密着型のホテルであると同時
に国内外のVIPを数々受入れ長崎のリーディングホテルとし
ての評価をいただいております。

スポンサー 松尾　慶一（佐世保支部）

支 部 名 長崎支部 出島地区会

氏 名 本
ほ ん だ

多　邦
くにあき

暁
企 業 名 暁建設
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒 850-0945
長崎市星取 2-7-21

Ｔ Ｅ Ｌ 095-823-1452 Ｆ Ａ Ｘ 095-823-3342
業 種 建設業（土木工事業）

企 業 Ｐ Ｒ

土木工事・外構工事の設計・施工、アフターサービスを一貫
して行います。草刈りから崖崩れ等、各種お気軽にご相談下
さい。従業員一同、お客様に安心、安全を心掛け発展してい
きたいと考えております。

スポンサー 上原　一真

支 部 名 長崎支部 浦上地区会

氏 名 長
ながおか

岡　大
だいすけ

輔
企 業 名 松田信哉司法書士法人 時津事務所
役 職 名 所長

企 業 住 所
〒 851-2105
西海杵郡時津町浦郷 275 番地
2-102

Ｔ Ｅ Ｌ 095-894-4007 Ｆ Ａ Ｘ 095-894-4008
業 種 司法書士業

企 業 Ｐ Ｒ
不動産登記（相続・遺言・売買・贈与）や商業登記（設立・各
種法人）、その他にも簡裁代理、裁判書類作成等お引き受け
致しております。お気軽にご相談ください

スポンサー 松浦　寛（北松浦支部）

支 部 名 大村支部

氏 名 武
む と う

藤　秋
あきひろ

弘
企 業 名 ミート販売　黒牛
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒 851-3422
西海市西彼町小迎郷 1032-5

Ｔ Ｅ Ｌ 0959-28-1729 Ｆ Ａ Ｘ 0959-28-1729
業 種 食肉販売・卸・小売

企 業 Ｐ Ｒ
牛、豚ともに国産専門店です。
小迎、松原、諏訪の３店舗で皆様の食卓に美味しいお肉をお
届けします。

スポンサー 大塚　真一
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支 部 名 島原支部

氏 名 副
そえじま

島　太
た い ご

吾
企 業 名 まき歯科
役 職 名 副院長

企 業 住 所 〒 855-0067
島原市上新丁 1 丁目 4158-1

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-64-5077 Ｆ Ａ Ｘ 0957-64-5078
業 種 歯科医療

企 業 Ｐ Ｒ

「健口から健康のお手伝い」をモットーに歯科医療にとりくん
でいます。また技術や機器なども積極的にとり入れ、自らも、
患者様に対しても日々進化できるようチーム一丸となって尽
力しています。

スポンサー 敷島　広太

支 部 名 島原支部

氏 名 吉
よ し だ

田　伸
の ぶ や

哉
企 業 名（有）吉田屋
役 職 名 代表取締役社長

企 業 住 所 〒 855-0001
島原市中野町丙 1504-1

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-62-2473 Ｆ Ａ Ｘ 0957-62-7139
業 種 味噌製造・販売業

企 業 Ｐ Ｒ
昔ながらの味噌づくりを守っております。手づくりの味わい、
麹の大切さを基本に、無添加のお味噌を全国へ発送しており
ます。

スポンサー 山口　武啓

支 部 名 島原支部

氏 名 前
ま え だ

田　幸
こうえい

栄
企 業 名（有）前田建具製作所
役 職 名 代表取締役

企 業 住 所 〒 855-0884
島原市仁田町乙 853

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-62-5778 Ｆ Ａ Ｘ 0957-63-6287
業 種 鋼製建具、木製建具・家具工事

企 業 Ｐ Ｒ オーダーメイド木製建具・家具 /YKKアルミサッシ販売 / 各種
板ガラス

スポンサー 荒木　博

支 部 名 島原支部

氏 名 松
まつもと

本　浩
ひろゆき

幸
企 業 名（株）松本建材
役 職 名 専務取締役

企 業 住 所 〒 859-1401
島原市有明町湯江甲 134

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-68-0534 Ｆ Ａ Ｘ 0957-68-1734
業 種 生コン製造
スポンサー 荒木　博

支 部 名 島原支部

氏 名 山
やまうち

内　常
つ ね よ

代
企 業 名（資）山之内時計眼鏡店
役 職 名 常務取締役

企 業 住 所 〒 855-0804
島原市万町 500

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-62-3003 Ｆ Ａ Ｘ 0957-64-3003
業 種 宝石・時計・眼鏡販売
企 業 Ｐ Ｒ あなたの輝く人生のお手伝いをさせていただきます。

スポンサー 横田　耕詞・池田　知謙

支 部 名 佐世保支部

氏 名 德
とくまる

丸　雅
まさのり

典
企 業 名（株）ビズテック
役 職 名 専務取締役

企 業 住 所 〒 857-1164
佐世保市白岳町 774-5

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-31-6758 Ｆ Ａ Ｘ 0956-31-6720
業 種 事務機器 事務用品の販売及び保守メンテナンス

企 業 Ｐ Ｒ

県北地区を中心に複合機・パソコン・ネットワークデバイス
などの事務機器の販売と保守メンテナンスを行っております。
お客様の業務の合理化、効率化に対する『コンサルティング
セールス』を基本に、ハードウェア及びソフトウェアの提供
だけでなく、　お客様の良きオフィスアドバイザーとしてトー
タル的にサポートさせていただきます。

スポンサー 原田　良太

支 部 名 北松浦支部

氏 名 有
ありみつ

光　亮
りょうた

太
企 業 名 ワールドステージ
役 職 名 代表者

企 業 住 所

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-59-5911 Ｆ Ａ Ｘ 0956-59-5912
業 種 サッカー指導者

企 業 Ｐ Ｒ

県北を中心にサッカーの指導を行っております。ワールドス
テージフットボールスクールは「無限の可能性」と「世界で最
も愛されるスポーツ」をつなぐ舞台です。本当に教えたいの
は、仲間の大切さと素晴らしさをサッカーを通じて知っても
らうことで、この街から世界を目指します。

スポンサー 富川　栄治
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４月総会・例会案内
●長崎支部

日 時 4 月 24 日（金）午後 6 時
会 場 サンプリエール
内 容 支部総会・浦上地区会総会・出島地区会総会

17:30　受付開始、18:00　長崎支部総会開始、19:00　各地区会総会開始

20:00　懇親会、21:30　終了

●大村支部

日 時 4 月 20 日（月）午後 6 時 30 分
会 場 長崎インターナショナルホテル
内 容 支部総会

●島原支部

日 時 4 月 20 日（月）午後 7 時
会 場 HOTEL シーサイド島原
内 容 支部総会

決算報告・活動方針発表・支部長以下 
各委員長の所信表明・

●諫早支部

日 時 4 月 22 日（水）
会 場 諫早観光ホテル　道具屋
内 容 支部総会

支 部 名 五島支部

氏 名 渡
わたり

　慎
し ん ご

吾
企 業 名 福栄丸
役 職 名 代表者

企 業 住 所 〒 853-0033
五島市木場町 178-18

Ｔ Ｅ Ｌ 090-5743-8284 Ｆ Ａ Ｘ

業 種 漁業

企 業 Ｐ Ｒ

私が一番にこだわっていることは、新鮮でおいしい本物の魚
を出荷することです。今、漁業は非常に厳しい状況にありま
すが、常によりよい魚を提供すべく技術を磨いてまいります
ので、どうぞよろしくお願いします。

スポンサー 山本　一徳

支 部 名 長崎支部 出島地区会

氏 名 原
はら

　幸
こ う き

生
企 業 名 弁護士法人佳朋 原総合法律事務所
役 職 名 弁護士

企 業 住 所
〒 850-0033
長崎市万才町 8 番 22 号長崎
朝日ビル 6 階

Ｔ Ｅ Ｌ 095-820-2500 Ｆ Ａ Ｘ 095-820-1485
業 種 法律事務所

企 業 Ｐ Ｒ

弁護士法人佳朋　原総合法律事務所では、下記「案内ダイヤ
ル」を持ち、常にお客様のニーズに添えるよう上質な法的サ
ービスの提供に努めております。
なお、企業様向けには、企業顧問「ビジネスサポート佳朋」
をご利用いただき（月額３〜５万円 )、会社内外における法
的トラブルに対しては、基本的に１営業日以内のご回答を提
供することで、会社経営における法的トラブルのサポートを
行っております。お気軽にお問い合わせください。
　■代表ダイヤル　　　　　　095-820-2500（民事一般）
　■交通事故案内ダイヤル　　095-820-1500

（３回まで３０分無料）被害者側
　■相続・遺産案内ダイヤル　095-820-0800

（初回３０分無料）
　■お困りごと案内ダイヤル　095-820-1234

（各専門士業への案内窓口）

スポンサー 金子　寛道

支 部 名 長崎支部 出島地区会

氏 名 服
はっとり

部　良
りょういち

一
企 業 名（株）サンフリード
役 職 名 専務取締役

企 業 住 所 〒 851-0134
長崎市田中町 584 番地 1

Ｔ Ｅ Ｌ 095-813-8780 Ｆ Ａ Ｘ 095-813-8781
業 種 米穀食料品卸売業

企 業 Ｐ Ｒ 食の安心・安全を基にコンプライアンスを順守し、「心からあ
りがとうと感謝される企業」を目指しています。

スポンサー 徳田　信義（大村支部）

＜交代を伴う 復会＞

＜交      代＞

支 部 名 北松浦支部

氏 名 松
ま つ せ

瀬　久
ひさいち

一
企 業 名（有）フォーワン
役 職 名 取締役

企 業 住 所 〒 859-4744
松浦市星鹿町岳崎免 1357

Ｔ Ｅ Ｌ 0956-75-0988 Ｆ Ａ Ｘ 0956-75-0988
業 種 電機工事業
企 業 Ｐ Ｒ 工場の制御盤設計・製作、電気ヒーターの設計

スポンサー 津﨑　幸三
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３月理事会  議事録  抜粋
３月３日（火）　つくば倶楽部

杉本仲間づくり委員長総括
増強 WEEK は大変お疲れ様でした（支部賞、スポンサー賞の発表
あり）。リズムが次第にできてきた。来期７００名に向けて皆様の
士気も上がってきている。表彰も総会で行いますのでぜひよろし
くお願いいたします。

協議・承認事項
１）２０１５年度に向けて

●ダイバーシティ委員会について
名称を「女性部会・障がい者問題担当委員会」とする
→三役会案を承認

●第４４回定時総会について
（今回提案事項）
・記念講演テーマ「人が活きる会社になりたい」
・式次第案
→開始時間を１４：００、第 1 部にて退任・新任役員挨拶、第３
　部のイベントとして支部長（支部代表）から一言、その他新設
　委員会、仲間づくり委員会、フォーラム担当支部からの一言を
　設ける
→上記記念講演テーマ、式次第案を承認。オブザーバーに関しては
　記念講演のみの参加は無料とし、懇親会参加であれば４, ０００
　円いただく。また案内チラシに関して動員を図るようなデザイ
　ンではないとの指摘を受け、情報広報委員会を中心によりよい
　デザインに仕上げる。

・議案書名刺広告募集案内確認
→３０社を予定しているが超えた分に関しては締切スケジュール
　を見ながら極力掲載する
→今後広告のあり方（サイズ・デザイン・料金）は検討していく
　方向性。今回は先月の承認事項でもある上記案を継続して募集
　する
・二次会案内確認
→事務局で調整後、再度メーリングで連絡

●県委員会活動方針案について
→役員研修会を受けて最終３月理事会にて確認（間に合わなけれ
　ば理事会メーリングにて確認）
→上記を確認。変更・修正がある場合は３月１０日（火）までに理
　事会メーリングを行うことを確認。
※来期、町田政策委員長から大村支部宮田会員へ委員長変更の提
　案があり、承認

●２０１６年賀詞交歓会について
開催のメリット…仲間づくり、来賓とのふれあい、他支部との交流
デメリット…経費の圧迫、会員負担増

→上記をもとに三役で検討。継続して行うことで各メディアに対
　するアピールや行政その他団体に認知度を高めることができる。
　今後総会同様、動員目標を必達するという設定を行った上での
　予算計上を行い、賀詞交歓会を開催する方向
→三役会案を承認。日程に関しては調整後事務局より連絡

●支部移動会員について（報告）
・林 昭彦 会員　長崎支部 出島地区会 → 長崎支部 浦上地区会

２）理事選考規定について
（三役会案）
規定内から人数を削除する
→事務局で「若干名」などの表記を再検討しメーリングで提案

３）３月中入会申込書をメーリングにて承認するかどうかの確認
→年度末ぎりぎりまで目標に向けて動く。また３月例会を着地点
　としオブザーバーの入会を期待する意味も込めて３月２７日 
　（金）の理事会メーリング分までを対象とする。また事務局が入
　会手続きにうかがえない場合、３月３１日（火）までに入会金、 
　月会費を振り込みいただく

報告・連絡事項
１）例会について（更なる例会の充実をめざして）－尾崎例会委員長

→各支部の出席率が伸びない中、島原支部は返信率 1 ００％をずっ
　と保ってきている。また例会出席率も６０％を超えているため
　何か秘訣があるのではないか。また出島地区会の３月例会の報
　告者が役員一同となっている

（上田支部長より）
特別何かしているというわけではない。例会委員長を中心に各グ
ループが機能していると思う。エリアでのグループ割にしている
ため車で乗り合わせて例会に参加するケースも増えてきている

（山口フォーラム実行委員長※出島地区会例会委員長）
今期は５月例会にてどのような例会を企画していくかという例会
を行ったが今回は３月に行い、来期の例会企画に生かしていく

２）増強 WEEK 結果報告－総会第３部にて表彰を行う予定

３）役員研修会報告
（参加実績）

４）春闘共闘会議参加報告
→（金井副代表より）
２月１９日に開催。先方から９名参加。同友会は労使見解に基づ
き外形標準課税適用拡大への反対、条例制定運動など多岐にわたっ
て活動していることをアピール。春闘側も外形標準課税適用拡大

●佐世保支部

日 時 4 月 24 日（金）午後 7 時
会 場 グランドファーストイン　佐世保
内 容 支部総会

●北松浦支部

日 時 4 月 22 日（水）午後 7 時
会 場 酒の一斗　吉井事務所
内 容 支部総会

新入会員フォローアップ

●五島支部

日 時 4 月 23 日（木）
会 場 はたなか
内 容 支部総会

●青年経営者会

日 時 4 月 21 日（火）午後 7 時
会 場 同友会事務局
テ ー マ 『私の履歴書』
報 告 者 青年経営者会　会長

　山口　善也　会員

理事 浦上 出島 大村 諫早 島原 佐世保 北松浦 五島 合計

登 録 15 4 7 11 12 5 2 1 1 58

参 加 15 4 6 11 11 5 2 0 1 55



会　員　数（３月１日現在）
長　崎（浦上）（出島）大　村 諫　早 島　原 佐世保 北松浦 五島 合計

目標 227 127 100 67 80 50 120 40 40 624

期首 201 115 86 57 54 40 99 33 25 509

現在 197 110 89 61 62 37 111 43 24 537

退 会 者（敬称略）

会　社　名 会 員 名 支部・地区会名 入会年月

（有）山崎総業 山 崎  　 功 長 崎 ・ 浦 上 2008年 2月

プリンセスネット（株） 飯 田 昭 男 長 崎 ・ 出 島 2012年 9月

ながい屋酒店 濱 里 常 吉 長 崎 ・ 出 島 2014年 1月

おぐり設備設計室 高 橋 晴 男 諫 早 1999年11月

22

会員消息・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
●企業住所等変更

〒８５３ー００１７
五島市武家屋敷 1 丁目 5 ー３５

新住所：
勝本　政裕　会員 （五島支部）

〒８５３ー００３１
五島市吉久木町７００ー３

新住所：
森　　勝昭　会員 （五島支部）

豊福　和明　会員 （佐世保支部）
（株）福祉工房 K’s新企業名：

代表取締役新役職名：

山田　康成　会員 （諫早支部）
（株）ライフプラザパートナーズ新企業名：

ファイナンシャルアドバイザー新役職名：
長崎市銅座町４−１ りそな長崎ビル４F

０９５−８０８−５９５７
０９５−８１６ー０１６０

新住所：
新電話番号：
新 FAX番号：

（上記以外は変更なし）

署名への協力もいただいた

５）２月２０日中同協広報委員会松尾代表事例報告結果

６）松浦市条例制定記念講演開催報告
→２月１６日に開催。７０名ほどの参加をいただきわかりやすく
　エコノミックガーデニングの話をいただいた

７）全国大会補助費等振り込みの件
→事務局に現金を置かない、支払いの証拠を残す意味で上記を振
　り込みにしている。各支部役員会等で周知をお願いします

８）内規集確認
→今までの内規集。年度末に一度確認を行います。支部役員会等
　で周知をお願いします

９）名誉会員・功労会員制度について
→取り下げることを報告

１０）３ヵ月間会費滞納者について－該当なし

１１）２０１７年中同協役員研修会について
長崎での開催が決定したが日程は未定

１２）２０１９年　中小企業問題全国研究集会（全研）について
ホテルニュー長崎…立食１０００名、椅子８００名、分科会対応
　　　　　　　　　 約５室
ベストウェスタン…立食１０００名、椅子９００名、分科会対応
　　　　　　　　　 最大６室
※中同協確認事項最大１０００名（上限を設ける）でも全国大会開
　催可能
→ランタンフェスティバルと日程を合わせることも検討。
　各ホテル、旅行代理店等に徐々にヒアリングを開始する

１３）その他
・五島支部において３月例会の報告者、日程変更に対する説明を
　森支部長よりいただいた

（松尾代表より）
・仲間づくりに向けて３月の例会を最終着地点としてよろしくお
　願いします
・役員研修会でもあったように各支部の役員会や委員会を企業訪
　問形式で行うことをぜひ検討お願いします

決議事項確認
・１９名の入会、２名の復会、１名の交代、５名の退会を承認
・ダイバーシティ委員会について
　名称を「女性部会・障がい者問題担当委員会」とすることを承認
・第４４回定時総会について
・記念講演テーマ「人が活きる会社になりたい」

・式次第案
→開始時間を１４：００、第１部にて退任・新任役員挨拶、第３
　部のイベントとして支部長（支部代表）から一言、その他新設委
　員会、仲間づくり委員会、フォーラム担当支部からの一言を設
　ける
→上記記念講演テーマ、式次第案を承認。オブザーバーに関しては
　記念講演のみの参加は無料とし、懇親会参加であれば４, ０００
　円いただく。また案内チラシに関して動員を図るようなデザイ
　ンではないとの指摘を受け、情報広報委員会を中心によりよい
　デザインに仕上げる。
・動員目標
・議案書名刺広告募集案内確認
→３０社を予定しているが超えた分に関しては締切スケジュール
　を見ながら極力掲載する
→今後広告のあり方（サイズ・デザイン・料金）は検討していく
　方向性。今回は先月の承認事項でもある上記案を継続して募集
　する
・二次会に関して、事務局で調整後、再度メーリングで連絡
・県委員会活動方針案について
→役員研修会を受けて変更・修正がある場合は３月１０日（火）ま
　でに理事会メーリングを行うことを確認
・来期、町田政策委員長から大村支部宮田会員へ委員長変更の提
　案があり、承認
・２０１６年賀詞交歓会について
（三役会案）
開催のメリット…仲間づくり、来賓とのふれあい、他支部との交流
デメリット…経費の圧迫、会員負担増
→上記をもとに三役で検討。継続して行うことで各メディアに対
　するアピールや行政その他団体に認知度を高めることができる。
　今後総会同様、動員目標を必達するという設定を行った上での
　予算計上を行い、賀詞交歓会を開催する方向
→三役会案を承認。日程に関しては調整後事務局より連絡
・理事選考規定内人数表記にについて、事務局で「若干名」など
　の表記を再検討しメーリングで提案
・３月中入会申込書をメーリングにて承認するかどうかの確認
→年度末ぎりぎりまで目標に向けて動く、また３月例会を着地点
　としオブザーバーの入会を期待する意味も込めて３月２７日 
　（金）の理事会メーリング分までを対象とする。また事務局が入
　会手続きにうかがえない場合、３月３１日（火）までに入会金、 
　月会費を振り込みいただくことを確認

次回日程…４月８日（水）　１９：００～　プライムステージ


